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　3月1日現在
人　口 7，310（一2）”

男 3，604（±0）

女 3，706（一2）

世帯数 1，672（＋1）

カッコ内は前月との比較
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今
月
十
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
一

回
定
例
議
会
は
、
十
三
日
ま
で
に
昭

和
五
十
一
年
度
予
算
に
対
す
る
村
長

施
政
方
針
の
説
明
、
一
般
質
問
の
他

三
十
二
に
の
ぼ
る
議
案
の
審
議
な
ど

を
終
了
し
た
。

　
今
議
会
で
審
議
可
決
さ
れ
た
昭
和

五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は

十
億
三
干
万
円
と
な
り
、
前
年
度
予

算
を
約
二
億
三
干
万
円
上
回
る
二

八
．
七
％
の
伸
び
率
を
示
し
た
。

　
又
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保

険
、
歯
科
診
療
、
農
業
共
済
、
水

道
、
養
魚
セ
ン
タ
ー
で
総
額
三
億
六

千
九
百
万
円
と
な
り
一
二
・
八
％
の

伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
等
の
歳
出
を
ま
か
な
う

に
必
要
な
歳
入
予
算
の
主
項
目
別
割

合
い
は
地
方
公
付
金
四
九
・
一
％
、

国
、
県
支
出
金
一
二
・
○
％
、
村
債

八
．
四
％
、
地
方
税
（
村
税
）
七
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
の
項
目
別
予
算
と
割

り
合
い
は
下
の
表
の
通
り
で
す
。

算
決
る

　
　
　
　
　
　
十
億
三
千
万
円

　
　
三
億
六
千
九
百
万
円

項
　
　
　
目

予
　
　
　
　
算

（
単
位
干
円
）

構
成
比
％

（
前
年
度
比
率
）

議
　
会
　
費

二
二
、
八
四
七

一
　
・（
二
・
四
）

総
　
務
　
費

一
〇
九
、
三
八
八

『
　
・
六

（
一
二
・
八
）

民
　
生
　
費

二
〇
六
、
七
〇
五

二
〇
・
一

二
四
・
四
）

衛
　
生
　
費

五
八
、
七
六
九

五
・（
六
二
）

農
林
水
産
業
費

二
八
七
、
四
六
二

一
七
・

（
二
三
・
七
）

商
　
工
　
費

一
一
、
四
〇
二

一
・（
丁
二
）

土
　
木
　
費

一
一
四
、
六
七
七

一
一
・

（
二
・
六
）

消
　
防
　
費

三
一
、
六
九
九

三
・（
三
・
九
）

教
　
育
　
費

二
二
二
、
九
四
七

一
二
・
ノ

（
一
三
二
）

災
害
復
旧
費

六
、
一
八
八

・
六

（
五
・
三
）

公
　
債
　
費

四
七
、
三
一
八

四
・
六

（
五
・
四
）

予
　
備
　
費

一
、
○
○
○

○
・
一

（
〇
二
）

合
　
　
　
計

一
〇
三
〇
、
四
〇
二

一
〇
〇
・

（
一
〇
〇
・
○
）

水
道
料
金
が
値
上
げ
に
な
り
ま
す

　
今
議
会
で
村
の
簡
易
水
道
条
例
の

…
部
を
改
正
す
る
条
例
案
が
可
決
さ

れ
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
据
え
置
き

に
な
っ
て
い
た
水
道
料
金
が
値
上
り

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
道
施
設
の
維
持
、
修
繕

な
ど
に
、
要
す
る
費
用
を
受
益
者
か
ら

負
担
し
て
も
ら
う
事
と
、
地
域
に
よ

っ
て
異
っ
て
い
た
料
金
の
基
準
を
公

平
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
改
止
さ

れ
た
も
の
で
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
基
本

給
水
量
一
〇
㎡
の
料
金
が
四
百
円
（

如
来
寺
、
倉
ド
、
西
方
、
東
田
尻
、

程
島
、
芋
沢
、
通
り
山
は
三
百
円
）

と
な
り
、
増
加
分
に
つ
い
て
は
一
㎡

に
つ
い
て
．
五
卜
円
づ
つ
加
算
さ
れ
ま

す
。
増
加
分
は
全
村
共
通
で
す
。
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昭
和
五
十

「

　
　
　
　
　
　
年
度

予
算
編
成
方
針
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
長
高

橋
　
幸
作

換
等
の
推
進
に
よ
る
経
費
の
縮
減
を

は
か
る
。

　
¢
投
資
事
業
に
つ
い
て
は
で
き
る

限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
、
事
業
の

早
期
執
行
を
図
る
事
と
す
る
が
、
国
、

の
算
定
に
当
っ
て
は
昭
和
五
十
年
度

国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
数
値
、
農
家

数
、
耕
地
面
積
に
つ
い
て
は
一
九
七

五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
、
林
野
面
積
に

つ
い
て
は
一
九
七
〇
年
の
世
界
農
林

諸
物
価
高
騰
に
よ
り
需
用
費
、
維
持

修
繕
費
等
消
費
的
経
費
の
増
加
に
伴

い
財
政
の
硬
直
化
は
一
層
深
こ
く
さ

を
加
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
行
政

全
般
に
わ
た
り
合
理
的
運
営
に
ょ
り

　
造
林
、
作
業
道
開
設
及
び
建
設
機

械
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
購
入
設
置
す
る

田
畜
産
振
興
事
業

　
本
年
、
熊
平
牧
場
の
新
設
を
計
画

し
た
が
保
安
林
解
除
手
続
き
の
関
係

昭
和
五
十
一
年
度
予
算
案
を
上
提

所
存
で
あ
り
ま
す
。

運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
関
係
機

業
セ
ン
サ
ス
結
果
数
値
等
を
使
用
す

消
費
的
経
費
の
節
減
に
努
め
る
こ
と

か
ら
当
初
予
算
計
上
を
断
念
せ
ざ
る

す
る
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申

従
来
、
中
里
村
は
一
貫
し
て
農
業

の
で
国
、
地
方
を
通
じ
て
経
済
の
安

関
と
の
協
議
の
関
係
か
ら
補
止
に
俊

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
基
準
財
政
需

と
し
、
特
に
食
糧
費
、
一
般
消
耗
器

を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
が
解

し
上
げ
て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
振
興
を
重
点
に
施
策
を
進
め
て
参

定
と
住
民
福
祉
の
充
実
に
配
意
し
つ

つ
も
の
の
あ
る
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

用
額
の
過
大
見
積
り
と
な
ら
ぬ
よ
う

材
等
微
細
な
経
費
に
つ
い
て
も
見
直

決
次
第
実
施
に
運
ぶ
所
存
で
あ
り
ま

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

り
ま
し
た
が
、
昨
年
二
月
に
行
わ
れ

つ
、
景
気
の
回
復
に
資
す
る
た
め
の

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
十
億
、
一

配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

し
を
行
い
、
事
務
能
率
等
に
つ
い
て

す
。
又
、
導
入
牛
に
つ
い
て
は
牧
場

昨
年
末
か
ら
の
暖
冬
を
思
わ
せ
る

た
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
里

施
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

モ
万
円
で
前
年
度
に
比
し
二
八
・
七

尚
、
本
年
度
よ
り
投
資
的
経
費
に

も
創
意
L
夫
し
、
超
過
勤
務
や
臨
時

施
設
の
実
現
と
併
せ
考
慮
す
る
こ
と

気
象
条
件
は
、
年
明
け
と
共
に
不
況

村
の
農
家
数
は
昭
和
四
十
年
以
降
十

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

係
る
基
準
財
政
需
用
額
の
う
ち
一
兆

雇
よ
う
等
極
減
に
努
め
る
考
え
で
あ

と
い
た
し
ま
す
。

の
緩
和
を
予
言
す
る
か
の
如
く
期
待

年
間
に
八
・
三
％
減
少
し
、
総
戸
数

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昭
和
五
十

予
算
．
原
案
の
特
色
は
農
村
整
備
建
設

、
五
〇
〇
億
円
が
地
方
債
に
振
り
替

り
ま
す
。

土
木
建
設
事
業

し
た
の
も
つ
か
の
間
、
一
月
下
旬
に

の
六
九
・
西
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
年
度
の
予
算
編
成
に
当
り
ま
し
て

に
重
点
を
お
き
、
道
路
交
通
の
整
備
、

え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
事
業
費
補
正

産
業
経
済
関
係

経
済
文
化
と
交
通
は
不
可
分
で
あ

は
近
年
ま
れ
に
見
る
連
続
的
は
豪
雪

と
な
り
、
当
村
に
お
い
て
も
豪
雪
対

そ
の
う
ち
専
業
農
家
は
六
・
四
％
に

す
ぎ
ず
兼
業
農
家
の
う
ち
第
二
種
兼

は
地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
充
実
に
意
を
用
い
な
が
ら
国
の
経

産
業
基
盤
の
整
備
、
老
人
福
祉
施

設
、
義
務
教
育
施
設
、
医
療
施
設
等

の
適
用
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ

り
、
前
年
度
に
対
し
六
・
．
、
砺
の
増

中
里
村
は
農
林
業
を
主
体
と
し
て

い
る
限
り
農
林
業
の
振
興
に
重
点
を

り
、
道
路
交
通
の
整
備
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
交
通
確

策
本
部
を
設
置
す
る
な
ど
そ
の
対
策

業
が
五
三
・
二
％
と
増
加
し
て
お
り

済
政
策
と
基
調
を
併
せ
、
一
般
行
政

の
整
備
等
、
住
民
の
．
要
望
を
率
直
に

加
兄
込
み
に
止
め
た
の
で
あ
り
ま
駕

お
く
事
は
当
然
で
あ
っ
て
、
現
行
農

保
に
つ
い
て
は
全
力
を
傾
け
て
参
る

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

ま
す
現
状
か
ら
、
国
の
農
政
の
あ
り

経
費
の
合
理
化
、
抑
制
と
財
源
の
重

う
け
と
め
、
財
源
の
重
点
的
配
分
に

国
、
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
に

林
業
を
更
に
合
理
的
に
、
現
時
勢
に

所
存
で
あ
り
ま
す
。
我
が
村
に
お
い

幸
に
し
て
二
月
以
降
は
雪
も
小
康
状

方
や
住
民
意
識
の
動
向
等
を
と
、
り
え
、

点
的
配
分
と
に
努
め
、
経
費
支
出
の

努
め
る
と
と
も
に
住
民
負
担
の
軽
減

つ
い
て
は
一
般
公
共
事
業
、
林
道
、

即
応
し
た
態
勢
作
り
を
強
力
に
推
進

て
は
昨
年
四
月
、
柏
崎
湯
沢
線
が
国

態
と
な
り
、
昭
和
五
十
年
度
事
業
も

地
域
の
実
情
を
常
に
把
握
し
て
豊

効
率
化
に
徹
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

農
道
、
第
二
期
山
振
事
業
、
老
人
福

し
、
そ
の
振
興
を
図
り
た
い
と
思
っ

道
昇
格
の
確
定
を
見
て
永
年
に
わ
た

順
調
に
進
捗
し
て
期
待
に
満
ち
た
新

か
な
住
み
よ
い
郷
土
の
維
持
改
善
に

次
の
諸
点
に
つ
い
て
留
意
し
、
適

歳
入
に
つ
い
て
五
十
一
年
度
国
の

祉
等
、
国
、
県
の
制
度
L
の
補
助
事

て
お
り
ま
す
。

る
夢
の
実
現
し
た
こ
と
は
、
将
来
の

年
度
が
迎
え
ら
れ
る
も
の
と
確
信
い

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
え

切
な
財
政
運
営
を
図
る
考
え
で
あ
り

地
方
財
政
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
地

業
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を

6
苗
場
山
麓
第
二
地
区
着
工
に
伴

中
里
村
に
と
っ
て
よ
ろ
こ
び
の
限
り

た
し
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

ま
す
。

方
税
関
係
で
は
住
民
税
の
均
等
割
税

な
し
取
り
人
れ
て
参
り
ま
す
と
共
に

う
事
業
の
促
進
を
図
る
事
に
ょ
り
経

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
道
三
五
三
号

政
府
も
か
つ
て
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク

中
里
村
は
誕
生
以
来
二
十
一
年
目

6
総
合
予
算
主
義
を
建
前
と
し
、

率
の
引
き
上
げ
、
一
般
農
地
に
対
す

起
債
に
つ
い
て
も
交
付
税
積
残
し
分

営
規
模
の
拡
大
と
基
盤
の
整
備
を
推

線
は
関
東
か
ら
魚
沼
地
方
へ
の
最
短

以
来
の
混
迷
す
る
国
内
事
情
を
打
開

を
迎
え
ま
し
た
。
歳
月
の
流
れ
を
振

義
務
的
経
費
等
は
年
度
間
を
見
通
し

る
固
定
資
産
税
の
課
税
の
据
置
き
措

を
は
じ
め
一
般
公
共
、
辺
地
、
特
豪
、

進
す
る
。

路
線
で
あ
っ
て
、
開
通
の
暁
に
は
我

す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
打
出
し
対

り
返
る
に
極
め
て
感
慨
深
い
も
の
が

て
所
要
額
を
当
初
予
算
に
計
上
し
、

置
の
廃
止
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
増

一
般
単
独
と
そ
の
制
度
に
乗
り
遅

、
　
　
ノ
に
農
業
基
盤
整
備
事
業

が
村
に
大
き
な
影
響
の
現
れ
る
こ
と

処
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
大
い
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
明
る
い
豊
か

投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
特
定
財
源

徴
等
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

れ
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
結
果
、

七
川
、
上
川
原
圃
場
整
備
の
婁
施
と

は
当
然
の
こ
と
と
し
、
一
日
も
早
く

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
村
づ
く
り
を
目
標
に
村
民
一
体
と

の
見
通
し
等
速
か
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、

す
こ
と
か
ら
、
当
村
に
お
い
て
も
、

国
、
県
補
助
金
七
六
・
七
％
増
加
し
、

小
出
大
原
圃
場
に
つ
い
て
調
査
費
計

完
成
す
る
事
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

当
村
に
お
い
て
も
国
道
三
五
三
号

な
っ
て
努
力
を
重
ね
、
住
民
福
祉
の

早
期
予
算
計
上
と
そ
の
施
行
の
促
進

村
税
は
前
年
に
比
し
二
五
・
四
％
増

起
債
は
将
来
に
債
務
負
担
を
残
す

上
。
農
道
で
は
如
来
寺
、
東
田
沢
農

又
、
宮
中
橋
は
本
年
竣
工
予
定
で
あ

線
や
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事
の
完

向
上
に
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

を
は
か
る
。

が
見
込
ま
れ
、
新
た
に
地
方
道
路
譲

こ
と
と
は
な
り
ま
す
が
、
償
還
金
に

免
道
路
を
は
じ
め
一
般
農
道
豊
里
、

り
ま
し
て
、
十
二
峠
、
穴
沢
燧
道
工

成
等
目
随
に
迫
っ
て
い
る
と
は
申
せ

そ
の
間
、
村
民
の
皆
様
の
善
意
と
愛

口
財
源
の
重
点
配
分
と
経
費
支
出

与
税
の
二
分
の
一
が
市
町
村
道
に
係

つ
い
て
交
付
税
の
基
準
財
政
需
用
額

市
之
越
の
新
規
、
県
単
に
よ
る
葎
沢

事
の
促
進
に
つ
い
て
も
更
に
推
進
を

予
断
を
許
せ
ぬ
情
勢
に
あ
り
ま
す
の

村
の
情
熱
の
結
集
に
よ
る
ご
協
力
に

の
効
率
化
に
徹
し
、
村
民
の
生
活
安

る
目
的
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
事

に
算
人
さ
れ
る
等
、
財
源
の
補
充
や

団
体
営
七
川
農
道
が
あ
り
、
林
道

図
る
考
え
で
あ
り
、
先
般
、
議
会
議

で
、
関
係
機
関
に
対
し
強
力
な
推
進

深
く
感
謝
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り

定
と
住
民
福
祉
の
充
実
弄
図
る
た
め
、

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
増
し
て
事
業
効
果
の
増
大

で
は
田
代
高
石
林
道
を
新
規
に
計
画

員
の
方
々
と
地
元
選
出
国
ム
．
あ
議
員
に

活
動
を
続
け
る
と
共
に
窮
迫
し
た
財

ま
す
。

法
例
外
負
担
金
、
補
助
金
の
整
理

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
国
税
三

を
図
る
事
と
併
せ
て
景
気
対
策
に
資

し
、
小
出
細
戸
線
の
継
続
事
業
を
実

対
し
陳
情
を
行
っ
た
と
お
り
で
あ
り

政
事
情
の
中
で
地
域
の
発
展
に
通
ず

新
年
度
は
前
年
に
引
続
き
、
税
収

統
合
若
し
く
は
抑
制
、
庁
費
、
旅
費

税
の
三
二
％
及
び
臨
時
地
方
特
例
交

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
投
資

施
す
る
。

ま
す
。
国
道
三
五
三
口
、
万
線
の
新
規
改

る
施
設
を
構
ず
る
た
め
、
公
共
事
業

は
じ
め
特
定
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

更
に
努
力
を
傾
注
し
実
現
を
期
す
る

入
及
び
地
方
交
付
税
の
伸
率
が
停
滞

し
て
い
る
反
面
、
義
務
的
経
費
の
累

増
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

の
節
約
合
理
化
を
図
る
と
共
に
給
与

水
準
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の
簡
素

化
、
職
員
の
新
陳
代
謝
及
び
配
置
転

付金、

借
入
金
等
に
よ
り
国
税
減
税

分
を
補
填
し
一
七
・
一
％
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
個
々
の
町
村

的
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
人
件
費
を
は
じ
め

倒
山
村
振
興
事
業

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設

四
林
分
改
良
開
溌
嚢

良
区
の
指
定
も
う
け
て
お
り
、
鹿
渡

り
宮
中
橋
、
宮
中
橋
山
崎
間
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

山
中
の
賊
を
破
る
は
易
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
中
の
賊
を
破
る
は
難
し
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尚
、
県
道
改
良
、
消
雪
パ
イ
プ
施
設
、

国
、
県
、
村
補
助
事
業
に
よ
る
道

路
改
良
、
舗
装
等
の
実
施
、
除
雪
用

ブ
ル
ト
ー
ザ
購
人
等
多
く
の
事
業
を

と
り
入
れ
て
道
路
を
整
備
し
、
安
全

院
、
村
立
歯
科
診
療
所
を
有
し
、
更

に
、
新
年
度
中
に
は
一
般
住
民
の
歯

科
治
療
を
開
始
す
べ
く
準
備
中
で
あ

り
、
医
師
確
保
の
可
能
性
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
又
、
保
健
婦
一
名
の

可
分
の
も
の
と
考
え
、
真
の
人
間
関

係
回
復
と
健
全
な
る
心
身
の
練
成
と

明
る
く
豊
か
な
国
民
生
活
形
成
の
た

め
に
努
力
を
続
け
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
も
人
命
の
安
全
確

保
を
優
先
す
る
立
場
か
ら
、
防
災
に

関
す
る
住
民
意
識
の
昂
揚
に
努
め
、

安
全
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
災
害
に
対
処
す
る

い
て
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
人
れ
に

ょ
り
充
足
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
福
祉
行
政
が
進
む
に
つ
れ
、
医

療
費
の
増
加
は
さ
け
難
い
現
実
で
あ

り
ま
す
が
、
特
に
老
人
医
療
無
人

て
施
設
の
維
持
、
修
善
費
の
累
増
も

あ
り
大
巾
な
増
徴
を
余
儀
な
く
し
て

い
る
事
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

農
業
共
済
事
業

調
な
経
過
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
は
食
用
鯉
、
ド
ジ
ョ
ウ
等

の
他
ヤ
マ
メ
の
試
験
飼
育
を
と
り
人

れ
、
越
冬
池
の
設
置
及
び
施
設
の
整

備
を
行
い
業
績
の
向
上
を
図
る
こ
と

な
交
通
確
保
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

新
規
採
用
を
な
し
、
保
健
婦
活
動
の

商
工
観
光
関
係

考
え
で
あ
り
ま
す
。

化
、
．
高
額
療
養
費
制
度
等
に
よ
る
も

近
年
、
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
と
経

と
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
厚
生
及
び
福
祉
に
つ
い
て

　
国
の
社
会
福
祉
政
策
に
呼
応
し
な

充
実
と
、
栄
養
士
を
し
て
食
生
活
の

改
善
を
推
進
し
、
更
に
住
民
の
健
康

　
最
近
の
社
会
経
済
の
情
勢
か
ら
一

層
経
営
技
術
を
時
代
に
即
応
し
、
対

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
の
発
展
と
住
み
よ
い
郷
土
を

の
が
あ
り
、
今
後
の
保
健
行
政
の
運

営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
経
営
の
合
理

営
技
術
の
進
歩
向
上
に
伴
い
、
各
共

済
事
業
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
対
象
と

　
以
上
で
全
会
計
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
例
年
に
も
増
し
て
苦

が
ら
、
村
に
は
村
に
ふ
さ
わ
し
い
福

祉
行
政
を
実
施
し
て
行
く
べ
き
で
あ

り
ま
し
て
、
福
祉
に
関
す
る
こ
と
は

出
生
前
か
ら
老
人
に
い
た
る
ま
で

又
、
そ
の
後
の
事
ま
で
奥
深
く
果
て

し
な
い
も
の
を
思
わ
せ
ま
す
。

要
は
住
民
一
人
く
が
今
日
よ
り
明

日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
努
力

い
た
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
年
は
、
長
年
社
会
の
た

管
理
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

　
次
の
時
代
を
担
う
国
民
教
育
の
場

で
あ
る
小
、
中
学
校
の
教
育
こ
そ
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
日

頃
、
学
校
側
に
対
し
て
日
本
国
民
と

し
て
又
、
中
里
村
の
住
民
と
し
て
そ

の
個
性
あ
る
人
材
に
将
来
育
ち
行
く

教
育
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

処
で
き
る
企
業
の
育
成
、
指
導
が
重

要
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
中
心
に
、
産
業
育
成
資
金

貸
付
等
組
織
の
援
助
を
続
け
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
国
道
二
五
三

口
石
線
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
と
併

せ
、
地
域
住
民
の
意
向
を
充
分
取
り

入
れ
た
上
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
考
え

で
あ
り
、
本
年
は
更
に
、
小
出
温
泉

確
立
す
る
た
め
、
道
路
交
通
条
件
の

改
善
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

年
々
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
車
輔
の
増
加
も
伴
い
、
関
係

機
関
の
交
通
規
制
や
取
締
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
は
後
を
断
た

ず
こ
れ
の
対
策
に
は
腐
心
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
運
転
者
は
勿
論
、
一
般

住
民
、
特
に
老
人
、
子
供
等
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
P
・
R
に
つ
と
め

化
等
十
分
な
配
慮
を
い
た
し
ま
す
と

共
に
強
力
な
国
の
財
政
援
助
が
要
請

さ
れ
ま
す
事
か
ら
併
せ
て
努
力
し
て

参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
歯
科
診
療
は
開
設
以
来
一
年
余
を

経
過
し
順
調
な
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
学
童
の
虫
歯
治
療
は
約
七
二
％

を
終
っ
た
も
の
と
み
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
順
次
一
般
人
の
治
療
に
つ
い

て
も
考
慮
し
、
医
師
の
確
保
を
図
る

な
る
被
害
も
な
く
喜
こ
ば
し
い
限
り

で
あ
り
ま
す
。
災
害
は
予
期
せ
ぬ
と

き
に
や
っ
て
来
る
も
の
、
態
勢
は
常

に
完
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
え

ま
す
．

　
予
算
総
額
は
五
千
九
十
万
円
で
前

年
に
比
し
二
〇
、
四
％
の
増
加
を
示

し
て
お
り
ま
す
が
、
主
と
し
て
義
務

的
経
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

し
い
財
政
状
況
の
中
で
国
、
県
祖
蹴

及
び
起
債
対
象
事
業
を
優
先
し
、
村

単
独
事
業
に
つ
い
て
も
財
源
の
許
す

限
り
細
微
に
わ
た
り
調
査
計
上
い
た

し
ま
し
た
が
、
本
予
算
案
が
お
認
め

い
た
だ
け
ま
す
な
ら
ば
、
一
段
と
行

政
運
営
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
村

民
の
ご
期
待
に
応
え
ま
す
よ
う
努
力

す
る
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て

昭
和
五
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針
の

め
に
つ
く
さ
れ
た
老
人
を
対
象
に
、

り
ま
し
て
、
学
問
編
向
の
教
育
で
な

線
改
良
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
強
く

る
と
と
も
に
、
道
路
の
安
全
施
設
の

た
め
医
師
住
宅
の
新
設
を
あ
げ
て
お

養
業
セ
ン
タ
ー
事
業

説
明
を
終
り
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画

く
、
体
力
と
共
に
成
長
す
る
教
育
こ

要
望
し
、
早
期
実
現
を
図
り
た
い
。

設
置
改
善
を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。
予
算
総
額
は
二
干
二
百
九

杢
畢
業
は
発
足
三
年
目
を
迎
え
順
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実
施
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
将
来
あ
る
幼
児
、
青
年
、
壮

年
へ
と
範
囲
を
広
め
て
社
会
福
祉
の

そ
真
の
教
育
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
健
全
な
教
育
の
場

で
あ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
、
設
備

消
防
防
災
関
係

　
暖
房
、
厨
房
、
農
事
用
に
と
手
軽

な
熱
器
具
の
普
及
に
よ
る
火
災
の
発

特
別
会
計
に
つ
い
て

　
義
務
的
経
費
の
増
加
に
伴
い
、
運

営
に
一
層
厳
し
さ
が
加
わ
っ
て
い
る

十
万
円
で
、
前
年
対
比
五
四
、
二
％

の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
延
期
に
つ
い
て

実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し
た
い
考
え

で
あ
り
ま
す
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て

　
住
民
保
健
と
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
、
中
里
村
は
従
来
よ
り
他
市
町
村

に
比
し
て
住
民
の
理
解
と
協
力
に
ょ

の
充
実
を
充
分
考
慮
す
る
も
の
の
、

到
底
満
足
で
き
る
状
態
と
は
申
さ
れ

な
い
ま
で
も
最
善
の
努
力
を
傾
け
て

参
る
所
存
で
あ
り
、
本
年
は
倉
俣
に

教
員
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
改
善
工
事
を

生
及
び
た
ば
こ
の
吸
殻
等
の
不
仕
末

に
よ
る
火
災
も
後
を
絶
た
ず
、
又
、

可
燃
性
建
築
資
材
と
住
宅
の
個
室
密

ぺ
い
化
等
に
よ
り
被
害
も
物
か
ら
人

に
ま
で
お
よ
ぶ
例
が
ふ
え
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
事
故
の
未
然
防
止
に

事
は
一
般
会
計
と
同
様
で
あ
り
ま
す

が
、
特
別
会
計
の
性
質
か
ら
、
企
業

意
識
に
徹
し
、
経
営
の
合
理
化
並
び

に
財
源
の
確
保
に
留
意
し
、
住
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
環
境
を
整
備

し
、
事
業
効
果
の
増
大
を
図
る
こ
と

　
水
は
天
か
ら
の
授
り
も
の
、
無
料

で
あ
っ
た
時
代
と
は
大
き
く
変
り
水

源
の
確
保
、
施
設
の
整
備
に
多
大
な

投
資
を
必
要
と
す
る
事
か
ら
需
用
者

の
認
識
も
又
、
一
変
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
生
活
水
準
の
バ
ロ
メ

地
方
税
鞍
で
は
毎
年
三
月
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
関
係
者
に
縦
覧
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
御
承
知
の
如
く
、
五
十
一
年
度

は
土
地
、
家
屋
の
評
価
替
の
年
に
加

録
項
目
が
未
確
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
に
縦
覧

す
る
の
は
改
正
案
が
決
定
す
る
ま
で

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
、
予
定
で
は

四
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
を
縦

覧
期
間
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
決

っ
て
上
位
に
あ
っ
た
も
の
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
満
足
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
ず
医
療
面
で
は
、
村
の
中
央
に
上

三
ケ
所
、
そ
の
他
教
育
備
品
等
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
農
山
村

に
お
い
て
も
生
活
水
準
の
向
上
、
余

つ
い
て
村
民
の
協
力
を
要
請
す
る
と

と
も
に
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
の

徹
底
、
危
険
物
保
安
管
理
等
、
予
防

行
政
の
強
化
に
努
め
る
と
共
に
消
化

を
目
標
と
し
て
新
年
度
予
算
の
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
事
業
勘
定
予
算
総
額
は
二
億
三
千

i
タ
ー
と
も
言
わ
れ
る
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
環
境
衛
生
の
面
か
ら
も

又
、
重
要
な
施
策
の
一
っ
で
あ
惹
と

考
え
、
努
め
て
住
民
負
担
の
軽
減
を

え
、
地
方
税
法
改
正
案
が
今
国
会
に

提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
改
正
案
は
固
定
資
産
税
を
適

正
化
の
方
向
に
も
っ
て
い
こ
う
と
す

定
次
第
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
尚
、
こ
の
関
係
で
固
定
資
産
税

の
通
知
書
も
一
ケ
月
延
期
さ
れ
、
五

月
に
な
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
事
は

村
総
合
病
院
が
あ
り
、
倉
俣
に
は
村
の

診
療
所
が
あ
り
、
冬
期
問
は
貝
野
地

区
に
上
村
病
院
か
ら
の
診
療
所
開
設

暇
時
間
の
増
加
等
に
よ
っ
て
個
性
の

喪
失
、
地
域
連
世
里
思
識
の
減
退
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る

施
設
の
整
備
を
続
け
て
参
る
考
え
で

あ
り
、
本
年
、
可
搬
ポ
ン
プ
ニ
台
、

防
火
水
槽
七
基
の
設
置
を
計
画
、
計

七
百
八
十
万
円
、
施
設
勘
定
三
千
百

十
七
万
円
で
前
年
度
に
比
し
そ
れ
ぞ

れ
六
、
七
％
、
一
八
、
一
％
の
増
加

図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
は
思
い
ま

す
が
、
料
金
は
受
益
者
負
担
を
原
則

と
す
る
こ
と
か
ら
、
数
年
来
据
置
き

る
も
の
で
す
が
、
改
正
案
が
国
会
を

通
過
す
る
の
が
今
月
末
日
頃
と
想
像

さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
新
年
度

村
議
会
の
議
決
も
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
何
分
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
1
税
務
課
1

又
、
歯
科
医
療
に
つ
い
て
も
藤
田
医

社
会
教
育
と
社
△
．
あ
体
育
の
振
興
は
不

上
い
た
し
ま
し
た
。

と
な
っ
て
お
り
、
財
源
不
足
額
に
つ

同
様
と
な
っ
て
い
る
使
用
料
に
つ
い

（
五
十
一
年
度
）
の
課
税
台
帳
の
登


